
生成AIパスポート公式テキストの誤りについて

　生成 AI パスポート公式テキスト（2025 年 10 月 3 日 版）において誤りがございました。読者の皆様には大変
ご迷惑をおかけいたしました。訂正してお詫び申し上げます。訂正箇所は以下の通りです。

シラバス（詳細キーワード）
誤 正

RLHF（Reinforcement Learning from Human） RLHF（Reinforcement Learning from Human Feedback）

…GPT-4.1、GPT-5、Operator、Codex、… …GPT-4.1、GPT-5、Sora、Operator、Codex、…

ユーザーエクスペリエンス 削除

クラウドストレージ 削除

シラバス（学習項目）
誤 正

…GPT-4.1、GPT-5、Operator、Codex、… …GPT-4.1、GPT-5、Sora、Operator、Codex、…

深層偽装（ディープフェイク）の危険性を理解する 深層偽造（ディープフェイク）の危険性を理解する

生成 AI パスポート公式テキスト４０ページ
誤 正

1997 年にザイガー博士とシュミットヒューバー
博士によって初めて提唱

1997 年にホッホライター博士とシュミットヒューバー
博士によって初めて提唱

訂正箇所



生成 AI パスポート公式テキスト９９ページ（右下のみ）
誤 正

オーケストレーター／ワーカー 評価者／最適化

　1.  ルーティング（Routing）　入力を分類して最適な後続タスクへ振り分けます。
　2.  並列化（Parallelization）　サブタスクを同時並行で実行したり、投票方式で

多数決を取ります。
　3.  オーケストレーター／ワーカー（Orchestrator-Workers）　中央の LLM がタ

スクを動的に分割し、ワーカーに委任します。
　4.  評価者／最適化（Evaluator-Optimizer）　生成と評価を別モデルで反復し、

フィードバックに基づき改善します。

ルーティング
（Routing）

LLM

Task B Task CTask A

入力を分類して最適な
後続タスクへ振り分けを行う

並列化
(Parallelization)
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LLM 2 LLM 3LLM 1

サブタスクを同時並行で
実行させる処理
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(Orchestrator-Workers)
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中央のLLMがタスクを動的に
分割し、ワーカーに委任しその

結果を統合する処理
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生成 AI パスポート公式テキスト３６〜４４ページ　ヘッダー
誤 正

第 2 章　生成 AI（ジェネレーティブ AI）
section 1　生成 AI（ジェネレーティブ AI）とは

第 2 章　生成 AI（ジェネレーティブ AI）
section 1　生成 AI の誕生まで

　1990 年代から 2000 年代にかけて、自己回帰モデルとディープラーニングの技
術が進展しました。自己回帰モデルは過去のデータを使って次のデータを予測する
方法であり、時系列データの予測に対して特に効果的です。例えば、株価や天気な
どの時間の経過により変化するデータに対して、過去のデータを基に、これからど
う変化していくか予測することが可能です。
　ディープラーニングは人間の脳の働きを模倣した技術で、複雑なパターンを学習
する能力があります。2006 年に制約付きボルツマンマシンを多段に重ねた深層ネ
ットワークが提唱され、この提唱からディープラーニングの技術は飛躍的に発展し
ました。
　自己回帰モデルとディープラーニングの研究が進むにつれ、特定のタスクに応用
したモデルが次々と開発されました。例えば、画像の解析や生成に特化したもの、
文章の生成に特化したもの、天気予報などの予測に特化したものです。現在ではこ
れらのモデルが当たり前のように存在していますが、その開発過程では様々な概念
や手法が提唱されてきました。

　CNN（Convolutional Neural Network）はディープラーニングの一つの具体的な
アーキテクチャであり、特に画像認識や画像処理において非常に効果的なモデルです。
　2012 年に開催された画像認識技術の世界大会で、CNN を用いたモデルが圧倒的
な成績を収めたことで、ディープラーニングと CNN の可能性が広く認識されるきっ
かけとなりました。Convolutional は「畳み込み」という意味を持ち、入力データに
対して一部のみをまとめて処理する畳み込み演算と呼ばれる手法を行うニューラル
ネットのことを指します。「第１章�section2-6]で説明した通り、通常のニューラ
ルネットワークは全ての入力と出力が結びついているため、画像のような大量のデ
ータを扱う際には膨大な計算が必要になります。それに対して、CNN は画像の一部
分（局所的な範囲）だけを見て情報の処理が可能です。これを「畳み込み」と呼びます。
さらに、CNN はその畳み込みを繰り返すことで、画像の局所的な特徴から全体的な
特徴を抽出できます。たとえば、初めの層では線や色の情報を捉え、次の層ではそ
れらが組み合わさった形状を認識し、更に深い層では物体や風景など、より複雑な
特徴を認識することができます。

02 自己回帰モデルとディープラーニング（深層学習）

03 CNN（畳み込みニューラルネットワーク）

36

第 2 章　生成 AI（ジェネレーティブ AI）　　section 1　生成 AI（ジェネレーティブ AI）とは



生成 AI パスポート公式テキスト６０〜６１ページ　ヘッダー
誤 正

第 2 章　生成 AI（ジェネレーティブ AI）
section 2　ChatGPT

第 2 章　生成 AI（ジェネレーティブ AI）
section 3　その他の主要生成 AI

　Claudeは、安全性を最優先に掲げる Anthropic 社 が開発した生成 AI ファミリ
ーです。「Constitutional AI」と呼ばれる独自の訓練手法によって、モデル内部に「有
害でない・役に立つ・正直である」という価値観を組み込み、出力の一貫性と透明
性を高めています。
　モデルの系譜は 2024 年 3 月に登場した Claude 3 で本格化しました。超高速・
低コスト志向の Haiku、速度と能力のバランスを取った Sonnet、複雑な推論を担
う最上位の Opus という三層構成を採り、標準で 20 万トークン（最大 100 万トー
クン超）の長大なコンテキストとマルチモーダル入出力を統一的に扱えます。続く
6 月には Claude 3.5 系の第一弾として 3.5 Sonnet が公開され、Opus 3 を上回る
推論精度を保ちつつ応答速度を約二倍に向上させ、画像理解性能とリアルタイムで
コードや文書を並行生成できる “Artifacts” 機能も追加されました。
　さらに 2025 年 5 月の Claude 4 では Opus 4 と Sonnet 4 が投入され、拡張
推論モードで外部ツールを並列呼び出ししながら長時間タスクを遂行できるハイブ
リッド設計を採用しました。また、2025 年 8 月には上位モデルのマイナー更新版
Claude Opus 4.1 が公開されました。このモデルではエージェント的タスク、実
運用のコーディング、推論の厳密さが強化されました。
　開発者向けにはメモリ（長期記憶）や Claude Code SDK が備わり、本格的なエ
ージェント基盤として機能します。Haiku ― Sonnet ― Opus という階層構造はそ
の ま ま に、3.5 系 と 4 系 が 重 層 的 に 共 存 し、API や Claude.ai の ほ か Amazon 
Bedrock や Google Vertex AI からも利用できるエコシステムが整備されているこ
とも大きな特徴です。

02 Claude
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生成 AI パスポート公式テキスト７３〜７４ページ　ヘッダー
誤 正

第 3 章　現在の生成 AI（ジェネレーティブ AI）の動向
section 2　ディープフェイク（深層偽造）技術

第 3 章　現在の生成 AI（ジェネレーティブ AI）の動向
section 1　生成 AI ができることと主なサービス

　音声生成 AI（または音声合成 AI）は、コンピュータプログラムを使用して音声を
生成する技術です。大量の音声データを使用してディープラーニングモデルをト
レーニングします。トレーニング内容は複数あり、それらを組み合わせることで学
習を深めます。
　ディープラーニングモデルのトレーニングには、一般的に教師あり学習が用いら
れます。正解データのラベルが貼られたデータセットによって、AI は音声の特徴
を学習します。また、トレーニング用のデータ総数を増やす手法として、既にある
音声データに対して周波数の変更、音の高さの変更、ノイズの追加などを施すデー
タ拡張技術が用いられることがあり、これによって AI はより幅広い発音パターン
を学習することができます。次に、学習した特徴を元に、AI は音声波形を生成し
ます。このステップでは、様々な音声合成アルゴリズムが用いられます。最後に、
AI は生成された音声波形を音声として出力します。

04 音声生成 AI

正解データ 教師あり学習での
トレーニング

生成された音声波形
を音声として出力

①ハキハキとした印象
　の声を持つ女性

②おっとりとした印象
　の声を持つ女性

③落ち着いた印象の
　声を持つ高齢男性

こんにちは

こんにちは

こん

にち

は

こんにちは

アクセント

音声の
特徴

音声
波形

①

②

③
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生成 AI パスポート公式テキスト１６８〜１７６ページ　ヘッダー
誤 正

第４章　情報リテラシー・基本理念と AI 社会原則
section 5　AI を取り巻く理念と原則・ガイドライン

第４章　情報リテラシー・基本理念と AI 社会原則
section 6　AI 新法

プフェイク」技術により、偽・誤情報が大量に拡散されています。特別な知識、
技術、設備がなくても精緻な偽画像・偽情報が作成できるため、深刻な被害
が続出しています。

　2.��犯罪への悪用 サイバー攻撃、詐欺、なりすましなど、AI を悪用した犯罪が急
増しています。従来の手法では考えられなかった巧妙な手口が次々と生まれ
ています。

　3.��権利侵害の多発 著作権侵害、プライバシー侵害、個人情報の不正利用など、
既存の法的権利を侵害する事例が頻発しています。

　　世界各国で AI 規制の動きが加速する中、日本も対応を迫られました：
欧州連合（EU） 2024 年に AI 規制法を発効。生成 AI の提供企業に AI でつくら
れた内容であることを明示させるなど透明性の義務を課し、違反事業者には最
大 3500 万ユーロ（約 57 億円）などの巨額の罰金を科す厳格な規制を導入。
米国 トランプ大統領がバイデン前政権による規制的な大統領令を撤回し、開発
促進に重点をおく方向へ転換。各州による AI 規制を 10 年間禁止する動きも。
日本の選択 このような国際情勢の中で、日本は「イノベーション促進とリスク
対応の両立」という独自の「第三の道」を選択しました。

　AI 新法は、基本法的な性格の法律で、EU のような AI 規制法ではありません。そ
の最大の特徴は：
　1.�推進法としての性格

・AI の開発・活用の推進を主目的とする
・罰則規定を設けず、企業の自主性を尊重

　2.�リスク対応の仕組み
・国による調査・分析・指導の権限
・悪質事業者への対応措置（事業者名公表等）

3 国際的な法整備の潮流

02 AI 新法の基本構造

1 法律の性格と目的
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一般社団法人 生成 AI 活用普及協会
生成 AI パスポート試験運営事務局

生成 AI パスポート公式テキスト裏表紙
誤 正

四肢択一式 四肢択一式（一部複数選択を含む）

生成 AI パスポート公式テキスト１４２ページ
誤 正

肖像権侵害の防止 肖像権侵害の防止策

　生成 AI が生成した生成物に著名人の肖像（顔・容姿の写真・絵等）・氏名等が含
まれ、以下のいずれかに該当する態様でその生成物を利用する場合にはパブリシテ
ィ権侵害となるおそれがあります。

❶�肖像・氏名等それ自体を独立して鑑賞の対象となる商品等として使用する
❷�商品等の差別化を図る目的で肖像・氏名等を商品に付す
❸�肖像・氏名等を商品等の広告として使用する

　また、著名人の声に関してもパブリシティ権の保護対象になるという解釈もされ
ているため、生成 AI を用いて著名人の声を含む音声・動画を制作し、上記のいず
れかの態様で利用する場合もパブリシティ権の侵害となるおそれがあります。

　生成 AI の利用における肖像権侵害の防止策として、例えば、以下のことが挙げら
れます。

■ 前述の①～③に該当する態様での生成 AI が生成した著名人の肖像・氏名等を含
む生成物の利用を避ける

■ 生成 AI が生成した著名人の肖像・氏名等を含む生成物を利用する前にその著名
人に許可を取る

　なお、著名人の肖像はそもそも著作権で保護されていることが多いため、私的使用
の場合や著作権者に許可を得ている場合を除いては、生成 AI が生成した著名人の肖
像を含む生成物の利用は著作権侵害となるおそれがあります。

11 パブリシティ権侵害のおそれがあるケース

12 肖像権侵害の防止
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